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1979年の222頁の記事について、大沢商会の戦前の社報が当方に送られてきた42。それによ

れば九州大学の緑川教授というのは間違いで、当時の明治専門学校の深川實教授が正しい。

明治工専はモーターで知られる安川財閥が作った私立の工業専門学校だが、大正期に国立

に移管され、今は九州工業大学で知られている。

　ホンダの製品にプラスねじが導入された時期は特定できたが、トヨタも気になり、トヨ

タグループが運営する産業技術記念館の自動車担当者に調査を依頼したところ、1955年の

初代クラウンの生産時から採用されたことが明らかになった。しかし、トヨタグループの

苅谷ボデーでは、1952年にプラスねじが使われていた事実がある43が、量的には少なく生

産能率を上げる目的より、たまたまプラスねじが入手されたと見るべき気がする。またパ

ナソニック（当時はナショナル）は家電製品だからねじの使用頻度は高いと考えて、歴史

記念館の方に調べてもらうように依頼したが、事業部制という組織だから分からない。つ

まり本社として何時からと言えないとの回答をえた。

42 大沢商会『社報』創立二十周年記念特集号、1939年４月の20‒22頁。
43 大沢商会『社友』第５刊、１月号、1952年、３頁。
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